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今
議
会
に
提
案
さ
れ
た

８
年
度
当
初
予
算
と
、　
国
の

補
正
予
算
を
活
用
し
た
市
民

生
活
支
援
を
重
視
し
た
補
正

予
算
へ
の
市
長
の
思
い
は
。

　
　
令
和
８
年
２
月
の
衆
議

院
議
員
選
挙
で
は
、　
消
費
税

の
扱
い
が
大
き
な
争
点
と
な

っ
た
。　
与
党
の
公
約
は
、　
食

料
品
の
消
費
税
率
を
２
年
間

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、　
都
道
府
県
や
市
町
村
に

と
っ
て
財
源
不
足
が
心
配
さ

れ
る
。
本
市
へ
の
影
響
は
。

　
　
令
和
７
年
度
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
高
齢

者
等
の
自
己
負
担
額
は
、　
本

市
が
県
内
で
最
も
高
い
水
準

だ
っ
た
が
、　
８
年
度
当
初
予

算
で
は
負
担
を
軽
減
し
、　
接

種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

方
針
が
示
さ
れ
た
。　
接
種
費

用
は
他
市
町
村
と
比
べ
て
ど

の
程
度
と
な
る
の
か
。

　
　
救
急
車
の
必
要
性
を
判

断
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、　

令
和
７
年
10
月
か
ら
＃
７
１

１
９
が
開
設
さ
れ
た
。　
救
急

出
動
件
数
は
過
去
最
多
を
更

新
し
て
い
る
が
、　
利
用
状
況

は
。

　
　
ハ
レ
ノ
ワ
線
（
仮
称
）

の
整
備
事
業
費
、　
維
持
管
理

費
、　
固
定
資
産
税
相
当
額
を

事
業
者
が
負
担
せ
ず
、　
運
営

費
が
赤
字
な
ら
赤
字
額
の
50

％
を
市
が
負
担
し
、　
黒
字
な

ら
黒
字
額
の
50
％
を
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

ハ
レ
ノ
ワ
線
（
仮
称
）
　

新
設
の
効
果
は

　
　
ハ
レ
ノ
ワ
線
（
仮
称
）

の
新
設
に
よ
り
路
面
電
車
が

延
伸
環
状
化
さ
れ
る
と
、　
中

心
部
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
回

遊
性
の
向
上
な
ど
岡
山
の
ま

ち
づ
く
り
に
大
変
有
意
義
で

あ
る
と
考
え
る
が
、　
費
用
便

益
比
は
い
く
ら
な
の
か
。　
ま

た
、　
新
線
開
設
に
よ
る
千
日

前
等
の
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

を
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
令
和
７
年
夏
、　
上
南
公

民
館
の
室
内
で
、　
コ
ン
ク
リ

ー
ト
片
が
落
下
す
る
事
故
が

起
き
た
。　
利
用
者
等
が
安
全

に
安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
、

建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。　
ま
た
、　
上
南
公
民
館

と
同
様
に
築
年
数
50
年
以
上

の
公
民
館
へ
の
対
応
は
。

　
　
近
年
の
猛
暑
は
幅
広
い

世
代
の
健
康
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、　
市
民
が
日

常
利
用
す
る
公
共
施
設
で
は
、

熱
中
症
を
防
ぐ
環
境
整
備
が

急
務
だ
。　
小
・
中
学
校
へ
の

冷
水
器
設
置
事
業
の
内
容
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。　
ま
た
、　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
で

も
あ
る
公
民
館
は
、　
安
心
し

て
避
難
等
で
き
る
場
と
し
て

の
役
割
を
担
う
が
、　
冷
水
器

の
設
置
は
。

　
　
令
和
８
年
度
か
ら
の
第

３
期
岡
山
市
教
育
大
綱
は
、　

こ
れ
か
ら
の
本
市
を
担
う
児

童
生
徒
を
健
や
か
に
た
く
ま

し
く
導
き
育
て
る
指
針
と
し

て
ほ
し
い
。　
市
長
の
思
い
は
。

　
　
国
の
給
食
費
補
助
が
不

透
明
な
中
、　
質
を
落
と
さ
ず
、

保
護
者
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る

べ
き
と
考
え
る
。　
給
食
費
支

援
の
施
策
と
今
後
の
対
策
は
。

※
１

※
３

※
２

※
５

　
　
本
市
の
経
済
の
好
循
環
は

市
税
収
入
に
も
波
及
し
、　
８
年

度
は
５
年
連
続
で
過
去
最
高
額

更
新
と
な
る
１
４
３
６
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。　
予
算
で
は
、　

未
来
の
岡
山
を
担
う
子
ど
も
、　

子
育
て
、　
教
育
を
第
１
の
柱
に
、

地
域
振
興
を
第
２
の
柱
と
し
て

い
る
。　
ま
た
、　
７
年
度
11
月
と

１
月
の
補
正
予
算
で
は
、　
市
民

や
事
業
者
へ
の
支
援
予
算
を
措

置
し
た
。　
２
月
に
は
、　
国
か
ら

の
交
付
金
の
残
額
に
一
般
財
源

も
加
え
、　
物
価
高
騰
対
策
や
国

土
強
靱
化
対
策
等
を
含
む
補
正

予
算
案
を
提
案
し
た
い
。

　
　
７
年
度
の
数
値
で
試
算
す

る
と
、　
食
料
品
の
消
費
税
率
８

％
の
廃
止
に
よ
り
、　
本
市
へ
の

地
方
消
費
税
交
付
金
は
約
32
億

円
の
減
と
な
る
。　
交
付
税
措
置

が
行
わ
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、　

多
額
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。　

本
市
の
歳
入
に
こ
う
し
た
影
響

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、　

国
の
責
任
に
お
い
て
代
替
と
な

る
安
定
財
源
を
早
急
に
確
保
す

る
と
と
も
に
、　
十
分
な
財
政
措

置
を
確
実
に
講
ず
る
よ
う
、　
指

定
都
市
市
長
会
を
通
じ
て
緊
急

要
請
を
行
っ
た
。　
今
後
の
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
自
己
負
担
額
は
、　
７
年
度

は
１
万
１
５
６
０
円
と
し
て
い

た
が
、　
市
民
や
関
係
団
体
の
意

見
を
踏
ま
え
、　
８
年
度
は
５
５

０
０
円
に
軽
減
す
る
。　
　
　
　

　
な
お
、　
県
内
他
市
町
村
の
７

年
度
の
自
己
負
担
額
は
６
４
０

０
円
か
ら
２
０
０
０
円
で
あ
り
、

今
回
の
軽
減
で
お
お
む
ね
同
程

度
と
な
る
。　
ま
た
、　
政
令
市
の

７
年
度
の
自
己
負
担
額
は
１
万

２
１
０
０
円
か
ら
７
５
０
０
円

で
あ
り
、　
今
回
の
軽
減
で
最
も

低
い
額
と
な
る
見
込
み
。

　
　
７
年
10
月
か
ら
８
年
１
月

ま
で
の
相
談
件
数
は
、　
７
自
治

体
で
３
７
７
７
件
。　
そ
の
う
ち

岡
山
市
民
が
約
８
割
を
占
め
、　

多
く
の
方
が
利
用
し
た
。　
主
な

相
談
は
、　
傷
病
の
緊
急
性
の
有

無
や
救
急
車
要
請
の
要
否
等
の

助
言
を
行
う
救
急
相
談
が
２
５

０
８
件
。　
す
べ
て
が
救
急
要
請

前
提
の
相
談
で
は
な
い
が
、　
約

８
割
が
救
急
要
請
を
必
要
と
し

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、　
１
１
９

番
通
報
へ
の
集
中
が
軽
減
さ
れ
、

不
急
の
救
急
　
　
　
　
　
　
　

出
動
に
一
定
　
　
　
　
　
　
　

の
抑
制
効
果
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
っ
た
と
　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
。

　
　
事
業
者
が
施
設
を
所
有
し

た
場
合
で
も
、　
国
の
補
助
率
が

２
分
の
１
ま
で
適
用
可
能
と
な

る
国
の
制
度
改
正
が
あ
っ
た
こ

と
、　
路
面
電
車
は
定
時
性
等
に

優
れ
、　
重
要
な
公
共
交
通
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、　
整
備
費
を

市
が
負
担
し
て
で
も
実
施
す
べ

き
と
判
断
し
た
。　
ま
た
、　
施
設

の
所
有
や
管
理
等
は
事
業
者
が

担
い
、　
整
備
　・
維
持
管
理
の
費

用
や
固
定
資
産
税
を
市
が
負
担

す
る
み
な
し
上
下
分
離
方
式
を

採
用
。　
営
業
収
支
へ
の
対
応
は
、

事
業
者
の
経
営
上
の
リ
ス
ク
と

利
用
拡
大
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、

双
方
の
リ
ス
ク
分
担
と
し
て
合

意
内
容
に
織
り
込
ん
だ
。

　
　
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
費
用
対
効
果
の
試
算
で
は
、　

開
業
後
30
年
間
で
は
０
　・
86
だ

が
、　
50
年
間
で
は
１
　・
05
と
な

り
、　
１
を
超
え
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。　
ま
た
、　
ハ
レ
ノ
ワ

の
開
館
に
よ
り
周
辺
に
多
く
の

店
舗
が
出
店
し
て
お
り
、　
令
和

９
年
３
月
に
完
成
予
定
の
岡
山

駅
へ
の
乗
り
入
れ
と
合
わ
せ
、　

本
区
間
を
整
備
す
る
こ
と
で
商

店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
上
南
公
民
館
は
、　
内
部
の

鉄
筋
の
腐
食
に
よ
る
欠
損
な
ど

構
造
上
危
険
な
建
物
と
い
う
専

門
家
の
調
査
結
果
と
、　
重
大
な

事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
特
別

な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
、　

建
て
替
え
る
判
断
を
し
た
。　
上

南
公
民
館
と
同
年
代
に
建
て
ら

れ
同
様
の
リ
ス
ク
が
疑
わ
れ
る

16
館
に
は
緊
急
対
策
と
し
て
、　

専
門
家
に
よ
る
打
診
や
目
視
に

よ
る
検
査
を
行
っ
て
お
り
、　
異

常
が
あ
れ
ば
早
急
に
必
要
な
対

応
を
検
討
す
る
。　
二
度
と
同
様

の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
持
参
し
た
水
筒
に
も
補
充

で
き
る
ボ
ト
ル
給
水
タ
イ
プ
の

洗
浄
機
能
付
き
冷
水
器
を
、　
市

立
の
小
　・
中
学
校
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
の
全
１
２
５
校
へ
１

台
ず
つ
設
置
す
る
。　
令
和
８
年

５
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
、　

４
月
中
に
順
次
設
置
を
進
め
て

い
き
た
い
。　
ま
た
、　
公
民
館
で

は
現
在
17
館
に
常
温
の
給
水
ス

ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
お
り
、　
未

設
置
の
20
館
も
順
次
設
置
す
る
。

　
　
第
２
期
大
綱
ま
で
の
取
り

組
み
で
教
育
の
土
台
は
で
き
あ

が
っ
た
と
思
う
が
、　
子
ど
も
た

ち
が
選
択
と
挑
戦
を
繰
り
返
す

力
を
身
に
着
け
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
だ
。　
子
ど
も

が
家
族
の
次
に
接
す
る
の
は
地

域
や
友
達
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
周

辺
環
境
で
あ
り
、　
地
域
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
、　
安
心
し
自
信

を
持
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
。　
　
　
　

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
も
、

学
び
の
過
程
が
重
要
で
、　
子
ど

も
食
堂
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
、　
も
っ
と
広
い
範
囲
で
居
場

所
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、　
幅

広
く
助
成
し
た
ら
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

　
　
令
和
８
年
度
の
本
市
の
小

学
校
給
食
費
は
月
額
６
０
８
２

円
で
、
国
が
示
す
基
準
額
の
月

額
５
２
０
０
円
を
上
回
っ
て
い

る
が
、
保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
基
準
額
を
上
回
る
部
分
を

市
が
負
担
し
、
無
償
化
す
べ
き

と
判
断
し
た
。
一
方
、
中
学
校

は
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費
の

値
上
げ
分
を
す
べ
て
保
護
者
負

担
と
す
る
の
も
難
し
い
と
考
え
、

支
援
額
を
拡
充
し
、
保
護
者
の

負
担
を
６
年
度
と
同
水
準
に
据

え
置
く
こ
と
と
し
た
。
小
学
校

の
無
償
化
に
要
す
る
市
の
負
担

は
年
間
３
億
３
千
万
円
以
上
、

中
学
校
の
負
担
軽
減
に
は
１
億

６
千
万
円
以
上
が
必
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
給
食
の
質
を
担
保
し

つ
つ
、
経
費
縮
減
に
取
り
組
む
。

令
和
８
年
度
予
算
へ
の
　

市
長
の
思
い
は

食
料
品
の
消
費
税
率
ゼ
ロ

財
政
へ
の
影
響
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
自
己
負
担
額
軽
減

＃
７
１
１
９
に
よ
り
　
　

不
急
の
救
急
出
動
を
抑
制

路
面
電
車
を
延
伸
環
状
化

誰
も
が
安
心
し
て
使
え
る

公
民
館
の
実
現
に
向
け
て

猛
暑
に
備
え
公
共
施
設
の

給
水
環
境
を
整
備

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る

新
た
な
教
育
大
綱

小
学
校
の
給
食
費
　
　
　

無
償
化
へ

代
表
質
問

４

5
つ
の
会
派
が
行
っ
た
代
表
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

５

※
４

吉
本
　
賢
二

自
由
民
主
党

岡
山
市
議
会

代
表
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※2【７自治体】 ※1 【＃７１１９】※3【ハレノワ線（仮称）】    ※４【費用便益比】※5【教育大綱】    
教育の振興に関する施策
の目標や根本となる方針

事業に要した費用の総計に対する事業から発生
した便益の総計の比率。１以上であれば、その
事業は妥当なものとされる

大雲寺前～ハレノワ～西大寺町間を
つなぎ、駅前エリアと表町千日前エ
リアの回遊性の向上を図る公共交通

岡山連携中枢都市圏に参加する岡山市、津山市、
瀬戸内市、真庭市、久米南町、美咲町、吉備中央
町の７自治体域内の住民や滞在者が対象

救急安心センターおかやまの電話番号で、急な病気やけがを
したときに、救急車の要請や医療機関の受診の要否などに迷
った際、看護師などの専門家が電話でアドバイスを行う
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今
議
会
に
提
案
さ
れ
た

８
年
度
当
初
予
算
と
、　
国
の

補
正
予
算
を
活
用
し
た
市
民

生
活
支
援
を
重
視
し
た
補
正

予
算
へ
の
市
長
の
思
い
は
。

　
　
令
和
８
年
２
月
の
衆
議

院
議
員
選
挙
で
は
、　
消
費
税

の
扱
い
が
大
き
な
争
点
と
な

っ
た
。　
与
党
の
公
約
は
、　
食

料
品
の
消
費
税
率
を
２
年
間

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、　
都
道
府
県
や
市
町
村
に

と
っ
て
財
源
不
足
が
心
配
さ

れ
る
。
本
市
へ
の
影
響
は
。

　
　
令
和
７
年
度
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
高
齢

者
等
の
自
己
負
担
額
は
、　
本

市
が
県
内
で
最
も
高
い
水
準

だ
っ
た
が
、　
８
年
度
当
初
予

算
で
は
負
担
を
軽
減
し
、　
接

種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

方
針
が
示
さ
れ
た
。　
接
種
費

用
は
他
市
町
村
と
比
べ
て
ど

の
程
度
と
な
る
の
か
。

　
　
救
急
車
の
必
要
性
を
判

断
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、　

令
和
７
年
10
月
か
ら
＃
７
１

１
９
が
開
設
さ
れ
た
。　
救
急

出
動
件
数
は
過
去
最
多
を
更

新
し
て
い
る
が
、　
利
用
状
況

は
。

　
　
ハ
レ
ノ
ワ
線
（
仮
称
）

の
整
備
事
業
費
、　
維
持
管
理

費
、　
固
定
資
産
税
相
当
額
を

事
業
者
が
負
担
せ
ず
、　
運
営

費
が
赤
字
な
ら
赤
字
額
の
50

％
を
市
が
負
担
し
、　
黒
字
な

ら
黒
字
額
の
50
％
を
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

ハ
レ
ノ
ワ
線
（
仮
称
）
　

新
設
の
効
果
は

　
　
ハ
レ
ノ
ワ
線
（
仮
称
）

の
新
設
に
よ
り
路
面
電
車
が

延
伸
環
状
化
さ
れ
る
と
、　
中

心
部
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
回

遊
性
の
向
上
な
ど
岡
山
の
ま

ち
づ
く
り
に
大
変
有
意
義
で

あ
る
と
考
え
る
が
、　
費
用
便

益
比
は
い
く
ら
な
の
か
。　
ま

た
、　
新
線
開
設
に
よ
る
千
日

前
等
の
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

を
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
令
和
７
年
夏
、　
上
南
公

民
館
の
室
内
で
、　
コ
ン
ク
リ

ー
ト
片
が
落
下
す
る
事
故
が

起
き
た
。　
利
用
者
等
が
安
全

に
安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
、

建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。　
ま
た
、　
上
南
公
民
館

と
同
様
に
築
年
数
50
年
以
上

の
公
民
館
へ
の
対
応
は
。

　
　
近
年
の
猛
暑
は
幅
広
い

世
代
の
健
康
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、　
市
民
が
日

常
利
用
す
る
公
共
施
設
で
は
、

熱
中
症
を
防
ぐ
環
境
整
備
が

急
務
だ
。　
小
・
中
学
校
へ
の

冷
水
器
設
置
事
業
の
内
容
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。　
ま
た
、　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
で

も
あ
る
公
民
館
は
、　
安
心
し

て
避
難
等
で
き
る
場
と
し
て

の
役
割
を
担
う
が
、　
冷
水
器

の
設
置
は
。

　
　
令
和
８
年
度
か
ら
の
第

３
期
岡
山
市
教
育
大
綱
は
、　

こ
れ
か
ら
の
本
市
を
担
う
児

童
生
徒
を
健
や
か
に
た
く
ま

し
く
導
き
育
て
る
指
針
と
し

て
ほ
し
い
。　
市
長
の
思
い
は
。

　
　
国
の
給
食
費
補
助
が
不

透
明
な
中
、　
質
を
落
と
さ
ず
、

保
護
者
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る

べ
き
と
考
え
る
。　
給
食
費
支

援
の
施
策
と
今
後
の
対
策
は
。

※
１

※
３

※
２

※
５

　
　
本
市
の
経
済
の
好
循
環
は

市
税
収
入
に
も
波
及
し
、　
８
年

度
は
５
年
連
続
で
過
去
最
高
額

更
新
と
な
る
１
４
３
６
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。　
予
算
で
は
、　

未
来
の
岡
山
を
担
う
子
ど
も
、　

子
育
て
、　
教
育
を
第
１
の
柱
に
、

地
域
振
興
を
第
２
の
柱
と
し
て

い
る
。　
ま
た
、　
７
年
度
11
月
と

１
月
の
補
正
予
算
で
は
、　
市
民

や
事
業
者
へ
の
支
援
予
算
を
措

置
し
た
。　
２
月
に
は
、　
国
か
ら

の
交
付
金
の
残
額
に
一
般
財
源

も
加
え
、　
物
価
高
騰
対
策
や
国

土
強
靱
化
対
策
等
を
含
む
補
正

予
算
案
を
提
案
し
た
い
。

　
　
７
年
度
の
数
値
で
試
算
す

る
と
、　
食
料
品
の
消
費
税
率
８

％
の
廃
止
に
よ
り
、　
本
市
へ
の

地
方
消
費
税
交
付
金
は
約
32
億

円
の
減
と
な
る
。　
交
付
税
措
置

が
行
わ
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、　

多
額
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。　

本
市
の
歳
入
に
こ
う
し
た
影
響

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、　

国
の
責
任
に
お
い
て
代
替
と
な

る
安
定
財
源
を
早
急
に
確
保
す

る
と
と
も
に
、　
十
分
な
財
政
措

置
を
確
実
に
講
ず
る
よ
う
、　
指

定
都
市
市
長
会
を
通
じ
て
緊
急

要
請
を
行
っ
た
。　
今
後
の
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
自
己
負
担
額
は
、　
７
年
度

は
１
万
１
５
６
０
円
と
し
て
い

た
が
、　
市
民
や
関
係
団
体
の
意

見
を
踏
ま
え
、　
８
年
度
は
５
５

０
０
円
に
軽
減
す
る
。　
　
　
　

　
な
お
、　
県
内
他
市
町
村
の
７

年
度
の
自
己
負
担
額
は
６
４
０

０
円
か
ら
２
０
０
０
円
で
あ
り
、

今
回
の
軽
減
で
お
お
む
ね
同
程

度
と
な
る
。　
ま
た
、　
政
令
市
の

７
年
度
の
自
己
負
担
額
は
１
万

２
１
０
０
円
か
ら
７
５
０
０
円

で
あ
り
、　
今
回
の
軽
減
で
最
も

低
い
額
と
な
る
見
込
み
。

　
　
７
年
10
月
か
ら
８
年
１
月

ま
で
の
相
談
件
数
は
、　
７
自
治

体
で
３
７
７
７
件
。　
そ
の
う
ち

岡
山
市
民
が
約
８
割
を
占
め
、　

多
く
の
方
が
利
用
し
た
。　
主
な

相
談
は
、　
傷
病
の
緊
急
性
の
有

無
や
救
急
車
要
請
の
要
否
等
の

助
言
を
行
う
救
急
相
談
が
２
５

０
８
件
。　
す
べ
て
が
救
急
要
請

前
提
の
相
談
で
は
な
い
が
、　
約

８
割
が
救
急
要
請
を
必
要
と
し

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、　
１
１
９

番
通
報
へ
の
集
中
が
軽
減
さ
れ
、

不
急
の
救
急
　
　
　
　
　
　
　

出
動
に
一
定
　
　
　
　
　
　
　

の
抑
制
効
果
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
っ
た
と
　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
。

　
　
事
業
者
が
施
設
を
所
有
し

た
場
合
で
も
、　
国
の
補
助
率
が

２
分
の
１
ま
で
適
用
可
能
と
な

る
国
の
制
度
改
正
が
あ
っ
た
こ

と
、　
路
面
電
車
は
定
時
性
等
に

優
れ
、　
重
要
な
公
共
交
通
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、　
整
備
費
を

市
が
負
担
し
て
で
も
実
施
す
べ

き
と
判
断
し
た
。　
ま
た
、　
施
設

の
所
有
や
管
理
等
は
事
業
者
が

担
い
、　
整
備
　・
維
持
管
理
の
費

用
や
固
定
資
産
税
を
市
が
負
担

す
る
み
な
し
上
下
分
離
方
式
を

採
用
。　
営
業
収
支
へ
の
対
応
は
、

事
業
者
の
経
営
上
の
リ
ス
ク
と

利
用
拡
大
の
可
能
性
を
踏
ま
え
、

双
方
の
リ
ス
ク
分
担
と
し
て
合

意
内
容
に
織
り
込
ん
だ
。

　
　
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
費
用
対
効
果
の
試
算
で
は
、　

開
業
後
30
年
間
で
は
０
　・
86
だ

が
、　
50
年
間
で
は
１
　・
05
と
な

り
、　
１
を
超
え
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。　
ま
た
、　
ハ
レ
ノ
ワ

の
開
館
に
よ
り
周
辺
に
多
く
の

店
舗
が
出
店
し
て
お
り
、　
令
和

９
年
３
月
に
完
成
予
定
の
岡
山

駅
へ
の
乗
り
入
れ
と
合
わ
せ
、　

本
区
間
を
整
備
す
る
こ
と
で
商

店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
上
南
公
民
館
は
、　
内
部
の

鉄
筋
の
腐
食
に
よ
る
欠
損
な
ど

構
造
上
危
険
な
建
物
と
い
う
専

門
家
の
調
査
結
果
と
、　
重
大
な

事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
特
別

な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
、　

建
て
替
え
る
判
断
を
し
た
。　
上

南
公
民
館
と
同
年
代
に
建
て
ら

れ
同
様
の
リ
ス
ク
が
疑
わ
れ
る

16
館
に
は
緊
急
対
策
と
し
て
、　

専
門
家
に
よ
る
打
診
や
目
視
に

よ
る
検
査
を
行
っ
て
お
り
、　
異

常
が
あ
れ
ば
早
急
に
必
要
な
対

応
を
検
討
す
る
。　
二
度
と
同
様

の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
持
参
し
た
水
筒
に
も
補
充

で
き
る
ボ
ト
ル
給
水
タ
イ
プ
の

洗
浄
機
能
付
き
冷
水
器
を
、　
市

立
の
小
　・
中
学
校
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
の
全
１
２
５
校
へ
１

台
ず
つ
設
置
す
る
。　
令
和
８
年

５
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
、　

４
月
中
に
順
次
設
置
を
進
め
て

い
き
た
い
。　
ま
た
、　
公
民
館
で

は
現
在
17
館
に
常
温
の
給
水
ス

ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
お
り
、　
未

設
置
の
20
館
も
順
次
設
置
す
る
。

　
　
第
２
期
大
綱
ま
で
の
取
り

組
み
で
教
育
の
土
台
は
で
き
あ

が
っ
た
と
思
う
が
、　
子
ど
も
た

ち
が
選
択
と
挑
戦
を
繰
り
返
す

力
を
身
に
着
け
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
状
況
だ
。　
子
ど
も

が
家
族
の
次
に
接
す
る
の
は
地

域
や
友
達
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
周

辺
環
境
で
あ
り
、　
地
域
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
、　
安
心
し
自
信

を
持
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
。　
　
　
　

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
も
、

学
び
の
過
程
が
重
要
で
、　
子
ど

も
食
堂
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
、　
も
っ
と
広
い
範
囲
で
居
場

所
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、　
幅

広
く
助
成
し
た
ら
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

　
　
令
和
８
年
度
の
本
市
の
小

学
校
給
食
費
は
月
額
６
０
８
２

円
で
、
国
が
示
す
基
準
額
の
月

額
５
２
０
０
円
を
上
回
っ
て
い

る
が
、
保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
基
準
額
を
上
回
る
部
分
を

市
が
負
担
し
、
無
償
化
す
べ
き

と
判
断
し
た
。
一
方
、
中
学
校

は
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費
の

値
上
げ
分
を
す
べ
て
保
護
者
負

担
と
す
る
の
も
難
し
い
と
考
え
、

支
援
額
を
拡
充
し
、
保
護
者
の

負
担
を
６
年
度
と
同
水
準
に
据

え
置
く
こ
と
と
し
た
。
小
学
校

の
無
償
化
に
要
す
る
市
の
負
担

は
年
間
３
億
３
千
万
円
以
上
、

中
学
校
の
負
担
軽
減
に
は
１
億

６
千
万
円
以
上
が
必
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
給
食
の
質
を
担
保
し

つ
つ
、
経
費
縮
減
に
取
り
組
む
。

令
和
８
年
度
予
算
へ
の
　

市
長
の
思
い
は

食
料
品
の
消
費
税
率
ゼ
ロ

財
政
へ
の
影
響
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
自
己
負
担
額
軽
減

＃
７
１
１
９
に
よ
り
　
　

不
急
の
救
急
出
動
を
抑
制

路
面
電
車
を
延
伸
環
状
化

誰
も
が
安
心
し
て
使
え
る

公
民
館
の
実
現
に
向
け
て

猛
暑
に
備
え
公
共
施
設
の

給
水
環
境
を
整
備

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る

新
た
な
教
育
大
綱

小
学
校
の
給
食
費
　
　
　

無
償
化
へ

代
表
質
問

４

5
つ
の
会
派
が
行
っ
た
代
表
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

５

※
４

吉
本
　
賢
二

自
由
民
主
党

岡
山
市
議
会

代
表
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※2【７自治体】 ※1 【＃７１１９】※3【ハレノワ線（仮称）】    ※４【費用便益比】※5【教育大綱】    
教育の振興に関する施策
の目標や根本となる方針

事業に要した費用の総計に対する事業から発生
した便益の総計の比率。１以上であれば、その
事業は妥当なものとされる

大雲寺前～ハレノワ～西大寺町間を
つなぎ、駅前エリアと表町千日前エ
リアの回遊性の向上を図る公共交通

岡山連携中枢都市圏に参加する岡山市、津山市、
瀬戸内市、真庭市、久米南町、美咲町、吉備中央
町の７自治体域内の住民や滞在者が対象

救急安心センターおかやまの電話番号で、急な病気やけがを
したときに、救急車の要請や医療機関の受診の要否などに迷
った際、看護師などの専門家が電話でアドバイスを行う
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表
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不
登
校
児
童
生
徒
が
増

加
す
る
中
、　
子
ど
も
の
新
た

な
居
場
所
や
体
制
強
化
が
必

要
だ
が
、　
令
和
８
年
度
の
支

援
の
拡
充
内
容
は
。　
特
に
、　

強
く
求
め
て
き
た
南
区
内
へ

の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
児

童
生
徒
支
援
教
室
の
開
室
や
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
時
の

経
済
的
支
援
の
詳
細
は
。

　
　
令
和
８
年
度
当
初
予
算

は
、　
こ
ど
も
・
子
育
て
・
教

育
に
特
化
し
、　
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
を
持
つ
編
成
と
評
価

す
る
。　
こ
の
分
野
に
資
源
を

集
中
さ
せ
た
市
長
の
政
治
的

決
意
は
。　
ま
た
、　
給
食
費
の

無
償
化
・
支
援
な
ど
は
、　
本

市
の
将
来
の
活
力
を
担
保
す

る
た
め
の
次
世
代
へ
の
投
資

と
確
信
す
る
が
、　
市
長
が
こ

の
編
成
に
込
め
た
哲
学
は
。

　
　
学
校
給
食
は
す
べ
て
の

児
童
生
徒
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
べ
き
だ
が
、　

小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

お
い
て
、　
ア
レ
ル
ギ
ー
や
不

登
校
等
の
理
由
で
給
食
を
食

べ
ら
れ
な
い
子
ど
も
へ
の
対

応
が
課
題
だ
。　
国
が
近
く
指

針
を
示
す
予
定
だ
が
、　
そ
の

際
、　
速
や
か
に
相
当
額
の
給

付
等
の
支
援
を
す
る
用
意
は

あ
る
の
か
。　
ま
た
、　
対
象
の

児
童
に
寄
り
添
っ
た
制
度
設

計
を
行
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　
和
式
が
残
る
小
・
中
学

校
合
わ
せ
て
１
１
９
校
、　
約

３
１
０
０
基
の
便
器
の
洋
式

化
整
備
を
、　
令
和
８
年
度
末

ま
で
に
確
実
に
や
り
抜
く
た

め
の
具
体
的
な
工
程
は
。　
利

用
人
数
が
突
出
し
て
多
く
混

雑
が
常
態
化
し
て
い
る
学
校

か
ら
優
先
的
に
着
手
し
、　
不

公
平
を
早
期
に
解
消
す
べ
き

で
は
。

　
　
東
西
中
島
地
区
は
、　
全

面
的
な
公
園
整
備
と
す
る
昭

和
23
年
の
都
市
計
画
決
定
以

来
膠
着
状
態
に
あ
る
た
め
、　

真
に
必
要
な
川
沿
い
を
緑
地

と
し
て
重
点
整
備
す
る
な
ど
、

計
画
範
囲
を
適
正
化
す
べ
き
。

　
ま
た
、　
過
去
に
住
宅
の
移

転
の
必
要
は
な
い
と
示
さ
れ
、

さ
ら
に
治
水
技
術
が
進
化
し

た
現
在
、　
改
め
て
河
川
管
理

者
と
同
地
区
に
お
け
る
居
住

の
可
否
を
協
議
し
、　
外
部
有

識
者
や
住
民
を
交
え
た
検
討

の
場
を
設
け
、　
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

の
議
論
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

※
７

　
　
地
域
公
共
交
通
利
便
増

進
事
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
利
便
性
向
上
へ

の
取
り
組
み
と
将
来
的
な
展

開
、　
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
つ
い

て
、　
経
済
界
か
ら
の
要
望
書

で
指
定
さ
れ
た
狭
い
候
補
地

の
み
で
計
画
を
進
め
、　
本
市

全
域
か
ら
検
討
し
な
か
っ
た

理
由
は
。　
再
度
、　
候
補
地
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
一
人
あ
た
り
１
万
８
０

０
０
円
を
超
え
る
保
険
料
改

定
は
、　
過
去
最
大
で
尋
常
で

は
な
い
。　
後
期
高
齢
者
に
痛

み
を
押
し
付
け
る
値
上
げ
に

つ
い
て
所
見
を
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
賛
否

に
つ
い
て
、　
住
民
投
票
を
求

め
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。　
令

和
７
年
10
月
の
市
長
選
挙
で

白
紙
撤
回
を
掲
げ
る
３
候
補

の
得
票
率
が
現
市
長
を
上
回

る
な
ど
、　
世
論
を
二
分
し
て

い
る
。　
市
民
の
意
見
を
聴
く

こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
。

　
　
要
配
慮
児
童
生
徒
が
在

籍
す
る
学
校
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
状
況
は
。　
未
設

置
校
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き

で
は
。

こ
う
ち
ゃ
く

　
　
８
年
度
は
、　
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
校
内
支
援
教
室
へ
の

教
員
配
置
の
拡
充
に
努
め
る
。　

ま
た
、　
南
区
の
児
童
生
徒
支
援

教
室
は
、　
旧
芳
泉
幼
稚
園
舎
を

活
用
し
、　
８
年
秋
ご
ろ
の
開
室

を
目
指
し
、　
整
備
を
進
め
て
い

く
。　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民

間
施
設
に
通
う
不
登
校
児
童
生

徒
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援

は
、　
限
度
額
内
で
利
用
料
の
２

分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と
を
念

頭
に
、　
対
象
と
す
る
民
間
施
設

の
要
件
等
に
つ
い
て
、　
詳
細
な

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
予
算
編
成
や
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重

要
な
の
は
、　
ま
ち
の
将
来
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
で
あ
り
、　
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
べ
き
。　
教
育
に
お
い
て

も
、　
選
択
と
挑
戦
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

育
成
に
舵
を
切
っ
て
い
く
。

　
　
今
後
、　
国
が
示
す
と
し
て

い
る
支
援
対
象
と
な
り
う
る
非

喫
食
者
の
範
囲
に
関
す
る
考
え

方
や
、　
先
行
し
て
支
援
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
の
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、　
対
象
者
の
範
囲

や
支
援
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、

令
和
８
年
度
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー

や
不
登
校
な
ど
の
児
童
へ
の
支

援
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
８
年
度
か
ら
行
う
ト
イ
レ

洋
式
化
事
業
は
、　
和
便
器
と
洋

便
器
を
取
り
換
え
る
工
事
で
あ

る
た
め
、　
設
計
業
務
の
簡
略
化

や
ま
と
ま
っ
た
学
校
数
で
の
発

注
に
よ
り
工
期
短
縮
を
図
る
と

と
も
に
、　
発
注
時
期
を
ず
ら
す

な
ど
の
対
応
で
確
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
は
、　
交
換
す
る
便
器
の

数
や
学
校
行
事
の
時
期
、　
工
事

の
効
率
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮

し
て
い
き
た
い
。

　
　
本
地
区
の
公
園
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、　
幅
広
い
観
点
で

実
現
性
の
高
い
整
備
方
針
が
必

要
と
の
認
識
で
検
討
し
て
き
た

が
、　
事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
。

旭
川
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化

し
て
お
り
、　
国
と
も
改
め
て
協

議
し
、　
都
市
計
画
の
あ
り
方
を

含
め
検
討
す
る
。

　
　
公
正
な
市
長
選
挙
に
よ
り

市
民
か
ら
選
ば
れ
、　
本
市
の
今

後
の
運
営
を
負
託
さ
れ
た
も
の

と
受
け
と
め
て
い
る
。　
こ
れ
ま

で
も
二
元
代
表
制
の
中
で
、　
市

民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
真
摯

に
議
論
を
尽
く
し
て
い
る
。　
引

き
続
き
議
員
と
と
も
に
市
政
へ

の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
て
い

く
中
で
、　
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
つ

い
て
も
議
論
し
な
が
ら
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
。　
な
お
、　
住

民
投
票
の
直
接
請
求
制
度
を
否

定
す
る
つ
も
り
は
な
く
、　
請
求

が
あ
れ
ば
法
律
に
の
っ
と
り
適

正
に
対
処
し
た
い
。

※
６

　
　
本
市
で
は
、
校
舎
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
整
備
率
が
23
・
４
％

で
あ
り
、
要
配
慮
児
童
生
徒
は

サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
上
下
階

の
移
動
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
改
め
て
教
育
委
員
会
と
議
論

し
、
要
配
慮
児
童
生
徒
が
介
助

な
し
で
自
分
の
意
思
で
移
動
で

き
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境

を
整
え
て
い
く
べ
き
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
令
和
10
年
度
に

は
、
す
べ
て
の
要
配
慮
児
童
生

徒
が
在
籍
す
る
学
校
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
整
備
で
き
る
よ
う
、

８
年
度
か
ら
設
計
に
取
り
組
む
。

　
　
路
線
バ
ス
と
路
面
電
車
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
、
鉄
道
の
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
令
和
９
年
10

月
か
ら
統
一
す
る
取
り
組
み
に

向
け
、
機
器
の
調
達
等
の
準
備

を
８
年
度
か
ら
進
め
る
予
定
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
統
一
に
よ
り
、

鉄
道
と
路
線
バ
ス
、
路
面
電
車

の
定
期
券
の
２
枚
持
ち
の
解
消

や
、
定
期
券
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
購
入
が

可
能
と
な
り
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
、
事
業
者
の
窓
口
業

務
の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
事
業
者
か
ら
は
、
ゾ
ー

ン
内
を
乗
り
放
題
と
す
る
運
賃

体
系
の
導
入
や
、
中
・
長
距
離

の
定
期
券
へ
の
上
限
価
格
の
設

定
な
ど
の
利
用
促
進
施
策
の
提

案
を
受
け
て
お
り
、
事
業
者
と

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
建
設
計
画
地
は
、　
経
済
界

か
ら
現
在
の
計
画
地
で
あ
る
市

有
地
を
候
補
地
と
し
た
提
言
を

受
け
、　
本
市
に
お
い
て
調
査
・

検
討
し
た
。　
岡
山
駅
や
市
内
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、　
商
業

施
設
や
公
園
に
近
く
立
地
が
良

い
こ
と
、　
市
が
保
有
す
る
未
利

用
地
の
う
ち
建
設
可
能
な
広
さ

を
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
の
場
所
と
し
た
。　
本
事
業

は
議
会
へ
諮
り
な
が
ら
進
め
て

お
り
、　
再
度
候
補
地
の
検
討
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
あ
ま
り
に
高
い
値
上
げ
で

あ
り
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
県
の
財
政

安
定
化
基
金
の
繰
り
入
れ
を
含

め
、
増
加
額
を
低
減
す
る
よ
う

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
要
望
し
た
が
、
広
域
連

合
か
ら
は
県
か
ら
の
明
確
な
回

答
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
令
和
８
年
２
月
19
日
開
催
の

広
域
連
合
議
会
で
は
、
さ
ら
に

深
い
議
論
を
す
べ
き
と
の
意
見

か
ら
会
期
が
延
長
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
、
今
後
、
何
が
で
き

る
の
か
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
創
出
と

支
援
体
制
の
強
化

予
算
編
成
に
お
け
る
市
長

の
政
治
的
決
意
と
哲
学
は

子
ど
も
に
寄
り
添
う
　
　

学
校
給
食
支
援
を

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

一
気
に
進
め
る

東
西
中
島
地
区
都
市
計
画

国
と
改
め
て
協
議

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
利

便
性
向
上
の
取
り
組
み
は

ア
リ
ー
ナ
候
補
地
の
選
定

理
由
と
再
検
討
の
有
無

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

大
幅
値
上
げ

ア
リ
ー
ナ
整
備
の
賛
否
　

市
民
の
声
を
聴
い
て
は

学
校
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

６７

林
　
敏
宏

公
明
党

岡
山
市
議
団

田
中 

の
ぞ
み

日
本
共
産
党

岡
山
市
議
団

小
林
　
寿
雄

お
か
や
ま

　
　創
政
会

高
成
　
壯
磨

み
ら
い
え

代
表
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※６【二元代表制】
地方自治体の首長と議会議員をと
もに市民が直接選挙で選ぶ制度

※７【要配慮児童生徒】
円滑な移動等に配慮が必要な　　
児童生徒
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不
登
校
児
童
生
徒
が
増

加
す
る
中
、　
子
ど
も
の
新
た

な
居
場
所
や
体
制
強
化
が
必

要
だ
が
、　
令
和
８
年
度
の
支

援
の
拡
充
内
容
は
。　
特
に
、　

強
く
求
め
て
き
た
南
区
内
へ

の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
児

童
生
徒
支
援
教
室
の
開
室
や
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
時
の

経
済
的
支
援
の
詳
細
は
。

　
　
令
和
８
年
度
当
初
予
算

は
、　
こ
ど
も
・
子
育
て
・
教

育
に
特
化
し
、　
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
を
持
つ
編
成
と
評
価

す
る
。　
こ
の
分
野
に
資
源
を

集
中
さ
せ
た
市
長
の
政
治
的

決
意
は
。　
ま
た
、　
給
食
費
の

無
償
化
・
支
援
な
ど
は
、　
本

市
の
将
来
の
活
力
を
担
保
す

る
た
め
の
次
世
代
へ
の
投
資

と
確
信
す
る
が
、　
市
長
が
こ

の
編
成
に
込
め
た
哲
学
は
。

　
　
学
校
給
食
は
す
べ
て
の

児
童
生
徒
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
べ
き
だ
が
、　

小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

お
い
て
、　
ア
レ
ル
ギ
ー
や
不

登
校
等
の
理
由
で
給
食
を
食

べ
ら
れ
な
い
子
ど
も
へ
の
対

応
が
課
題
だ
。　
国
が
近
く
指

針
を
示
す
予
定
だ
が
、　
そ
の

際
、　
速
や
か
に
相
当
額
の
給

付
等
の
支
援
を
す
る
用
意
は

あ
る
の
か
。　
ま
た
、　
対
象
の

児
童
に
寄
り
添
っ
た
制
度
設

計
を
行
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　
和
式
が
残
る
小
・
中
学

校
合
わ
せ
て
１
１
９
校
、　
約

３
１
０
０
基
の
便
器
の
洋
式

化
整
備
を
、　
令
和
８
年
度
末

ま
で
に
確
実
に
や
り
抜
く
た

め
の
具
体
的
な
工
程
は
。　
利

用
人
数
が
突
出
し
て
多
く
混

雑
が
常
態
化
し
て
い
る
学
校

か
ら
優
先
的
に
着
手
し
、　
不

公
平
を
早
期
に
解
消
す
べ
き

で
は
。

　
　
東
西
中
島
地
区
は
、　
全

面
的
な
公
園
整
備
と
す
る
昭

和
23
年
の
都
市
計
画
決
定
以

来
膠
着
状
態
に
あ
る
た
め
、　

真
に
必
要
な
川
沿
い
を
緑
地

と
し
て
重
点
整
備
す
る
な
ど
、

計
画
範
囲
を
適
正
化
す
べ
き
。

　
ま
た
、　
過
去
に
住
宅
の
移

転
の
必
要
は
な
い
と
示
さ
れ
、

さ
ら
に
治
水
技
術
が
進
化
し

た
現
在
、　
改
め
て
河
川
管
理

者
と
同
地
区
に
お
け
る
居
住

の
可
否
を
協
議
し
、　
外
部
有

識
者
や
住
民
を
交
え
た
検
討

の
場
を
設
け
、　
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

の
議
論
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

※
７

　
　
地
域
公
共
交
通
利
便
増

進
事
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
利
便
性
向
上
へ

の
取
り
組
み
と
将
来
的
な
展

開
、　
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
つ
い

て
、　
経
済
界
か
ら
の
要
望
書

で
指
定
さ
れ
た
狭
い
候
補
地

の
み
で
計
画
を
進
め
、　
本
市

全
域
か
ら
検
討
し
な
か
っ
た

理
由
は
。　
再
度
、　
候
補
地
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
一
人
あ
た
り
１
万
８
０

０
０
円
を
超
え
る
保
険
料
改

定
は
、　
過
去
最
大
で
尋
常
で

は
な
い
。　
後
期
高
齢
者
に
痛

み
を
押
し
付
け
る
値
上
げ
に

つ
い
て
所
見
を
。

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
賛
否

に
つ
い
て
、　
住
民
投
票
を
求

め
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。　
令

和
７
年
10
月
の
市
長
選
挙
で

白
紙
撤
回
を
掲
げ
る
３
候
補

の
得
票
率
が
現
市
長
を
上
回

る
な
ど
、　
世
論
を
二
分
し
て

い
る
。　
市
民
の
意
見
を
聴
く

こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
。

　
　
要
配
慮
児
童
生
徒
が
在

籍
す
る
学
校
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
状
況
は
。　
未
設

置
校
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き

で
は
。

こ
う
ち
ゃ
く

　
　
８
年
度
は
、　
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
校
内
支
援
教
室
へ
の

教
員
配
置
の
拡
充
に
努
め
る
。　

ま
た
、　
南
区
の
児
童
生
徒
支
援

教
室
は
、　
旧
芳
泉
幼
稚
園
舎
を

活
用
し
、　
８
年
秋
ご
ろ
の
開
室

を
目
指
し
、　
整
備
を
進
め
て
い

く
。　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民

間
施
設
に
通
う
不
登
校
児
童
生

徒
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援

は
、　
限
度
額
内
で
利
用
料
の
２

分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と
を
念

頭
に
、　
対
象
と
す
る
民
間
施
設

の
要
件
等
に
つ
い
て
、　
詳
細
な

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
予
算
編
成
や
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重

要
な
の
は
、　
ま
ち
の
将
来
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
で
あ
り
、　
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
べ
き
。　
教
育
に
お
い
て

も
、　
選
択
と
挑
戦
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

育
成
に
舵
を
切
っ
て
い
く
。

　
　
今
後
、　
国
が
示
す
と
し
て

い
る
支
援
対
象
と
な
り
う
る
非

喫
食
者
の
範
囲
に
関
す
る
考
え

方
や
、　
先
行
し
て
支
援
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
の
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、　
対
象
者
の
範
囲

や
支
援
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、

令
和
８
年
度
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー

や
不
登
校
な
ど
の
児
童
へ
の
支

援
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
８
年
度
か
ら
行
う
ト
イ
レ

洋
式
化
事
業
は
、　
和
便
器
と
洋

便
器
を
取
り
換
え
る
工
事
で
あ

る
た
め
、　
設
計
業
務
の
簡
略
化

や
ま
と
ま
っ
た
学
校
数
で
の
発

注
に
よ
り
工
期
短
縮
を
図
る
と

と
も
に
、　
発
注
時
期
を
ず
ら
す

な
ど
の
対
応
で
確
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
は
、　
交
換
す
る
便
器
の

数
や
学
校
行
事
の
時
期
、　
工
事

の
効
率
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮

し
て
い
き
た
い
。

　
　
本
地
区
の
公
園
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、　
幅
広
い
観
点
で

実
現
性
の
高
い
整
備
方
針
が
必

要
と
の
認
識
で
検
討
し
て
き
た

が
、　
事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
。

旭
川
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化

し
て
お
り
、　
国
と
も
改
め
て
協

議
し
、　
都
市
計
画
の
あ
り
方
を

含
め
検
討
す
る
。

　
　
公
正
な
市
長
選
挙
に
よ
り

市
民
か
ら
選
ば
れ
、　
本
市
の
今

後
の
運
営
を
負
託
さ
れ
た
も
の

と
受
け
と
め
て
い
る
。　
こ
れ
ま

で
も
二
元
代
表
制
の
中
で
、　
市

民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
真
摯

に
議
論
を
尽
く
し
て
い
る
。　
引

き
続
き
議
員
と
と
も
に
市
政
へ

の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
て
い

く
中
で
、　
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
つ

い
て
も
議
論
し
な
が
ら
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
。　
な
お
、　
住

民
投
票
の
直
接
請
求
制
度
を
否

定
す
る
つ
も
り
は
な
く
、　
請
求

が
あ
れ
ば
法
律
に
の
っ
と
り
適

正
に
対
処
し
た
い
。

※
６

　
　
本
市
で
は
、
校
舎
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
整
備
率
が
23
・
４
％

で
あ
り
、
要
配
慮
児
童
生
徒
は

サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
上
下
階

の
移
動
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
改
め
て
教
育
委
員
会
と
議
論

し
、
要
配
慮
児
童
生
徒
が
介
助

な
し
で
自
分
の
意
思
で
移
動
で

き
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境

を
整
え
て
い
く
べ
き
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
令
和
10
年
度
に

は
、
す
べ
て
の
要
配
慮
児
童
生

徒
が
在
籍
す
る
学
校
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
整
備
で
き
る
よ
う
、

８
年
度
か
ら
設
計
に
取
り
組
む
。

　
　
路
線
バ
ス
と
路
面
電
車
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
、
鉄
道
の
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
令
和
９
年
10

月
か
ら
統
一
す
る
取
り
組
み
に

向
け
、
機
器
の
調
達
等
の
準
備

を
８
年
度
か
ら
進
め
る
予
定
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
統
一
に
よ
り
、

鉄
道
と
路
線
バ
ス
、
路
面
電
車

の
定
期
券
の
２
枚
持
ち
の
解
消

や
、
定
期
券
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
購
入
が

可
能
と
な
り
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
、
事
業
者
の
窓
口
業

務
の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
事
業
者
か
ら
は
、
ゾ
ー

ン
内
を
乗
り
放
題
と
す
る
運
賃

体
系
の
導
入
や
、
中
・
長
距
離

の
定
期
券
へ
の
上
限
価
格
の
設

定
な
ど
の
利
用
促
進
施
策
の
提

案
を
受
け
て
お
り
、
事
業
者
と

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
建
設
計
画
地
は
、　
経
済
界

か
ら
現
在
の
計
画
地
で
あ
る
市

有
地
を
候
補
地
と
し
た
提
言
を

受
け
、　
本
市
に
お
い
て
調
査
・

検
討
し
た
。　
岡
山
駅
や
市
内
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、　
商
業

施
設
や
公
園
に
近
く
立
地
が
良

い
こ
と
、　
市
が
保
有
す
る
未
利

用
地
の
う
ち
建
設
可
能
な
広
さ

を
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
の
場
所
と
し
た
。　
本
事
業

は
議
会
へ
諮
り
な
が
ら
進
め
て

お
り
、　
再
度
候
補
地
の
検
討
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
あ
ま
り
に
高
い
値
上
げ
で

あ
り
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
県
の
財
政

安
定
化
基
金
の
繰
り
入
れ
を
含

め
、
増
加
額
を
低
減
す
る
よ
う

岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
要
望
し
た
が
、
広
域
連

合
か
ら
は
県
か
ら
の
明
確
な
回

答
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
令
和
８
年
２
月
19
日
開
催
の

広
域
連
合
議
会
で
は
、
さ
ら
に

深
い
議
論
を
す
べ
き
と
の
意
見

か
ら
会
期
が
延
長
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
、
今
後
、
何
が
で
き

る
の
か
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
創
出
と

支
援
体
制
の
強
化

予
算
編
成
に
お
け
る
市
長

の
政
治
的
決
意
と
哲
学
は

子
ど
も
に
寄
り
添
う
　
　

学
校
給
食
支
援
を

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

一
気
に
進
め
る

東
西
中
島
地
区
都
市
計
画

国
と
改
め
て
協
議

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
利

便
性
向
上
の
取
り
組
み
は

ア
リ
ー
ナ
候
補
地
の
選
定

理
由
と
再
検
討
の
有
無

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

大
幅
値
上
げ

ア
リ
ー
ナ
整
備
の
賛
否
　

市
民
の
声
を
聴
い
て
は

学
校
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

６７

林
　
敏
宏

公
明
党

岡
山
市
議
団

田
中 

の
ぞ
み

日
本
共
産
党

岡
山
市
議
団

小
林
　
寿
雄

お
か
や
ま

　
　創
政
会

高
成
　
壯
磨

み
ら
い
え

代
表
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ネ
ッ
ト
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録
画
）
し
て
い
ま
す
。

※６【二元代表制】
地方自治体の首長と議会議員をと
もに市民が直接選挙で選ぶ制度

※７【要配慮児童生徒】
円滑な移動等に配慮が必要な　　
児童生徒


